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県農政の重要施策への取組み

効率性
（15）

費用対効果（B/C) ■B/C　1.2以上

事業効果早期発現度 □５年以内

小　　　　　　　　計

ｺｽﾄ縮減の取り組み

箇
　
　
　
　
所
　
　
　
　
　
評
　
　
　
　
価

区分 評価項目・指標等

■住民や市町村の意見を
計画策定に反映

費用対効果(B/C） 1.52

重要性
（20）

市町村計画での位置づけ ■位置づけあり

759,000

207,000 0 0 15,000 207,000

759,000 0 55,0000

100,000 1,380,000

Ｈ23年度以降残実施内容 本工事費等ベース

H21年度まで

用地補償費ベース －

H22年度 H23年度 H23年度以降残

0
事
　
業
　
概
　
要

年　　　度 全体事業費

0

財　源
内　訳

H22年度実施内容 測量・設計１式

農業用用排水施設　L=6,963m　農道　Ｌ=805m　ほ場整備　Ａ=22.7ha　暗渠排水　Ａ=6.4ha
農業集落道　Ｌ=1,600m　農業集落排水施設　Ｌ=869m　交流施設基盤整備　Ｎ=1箇所
市民農園等整備　Ｎ=1箇所

同上

　　農政部　　農地整備課

新規・継続別

市町村名
（ふりがな）

箇　所　名
上田市

事業名 中山間総合整備

殿
との

城
しろ

「地域食材」を利用した特産品開発など特
色ある地域農業の取組み

□２法指定地域

計　画　概　要
（延長・巾員・面積・工種など）

(様式３）個別箇所評価シート（公共事業分）

必要性
( 20 )

0

0

事業費計（千円） 1,380,000

17,000

過疎地域等の農業、生活
基盤の整備

小　　　　　　　　計

■活性化や特色ある農業
を推進する地元組織が活
動中である

□地域活性化を推進する地
元組織設立の計画がある

３法指定状況 □３法指定地域

事業年度
（完了年度は見込み）

□位置づけなし

評　　　　　　　　　　価

□60ha以上～70ha未満

□地元組織の活動はない

□配慮項目なし

372,000 0 13,0000

42,000 0

受益面積 □100ha以上 ■70ha以上～100ha未満

□耕作放棄地率20%以上
■耕作放棄地率15%以上
　20%未満

■６年以上１０年以内

□B/C　1.1以上～1.2未満

■ｺｽﾄ縮減の取り組みあり

　

□ｺｽﾄ縮減の取り組みなし

□１つを推進している■2つ以上推進している

小　　　　　　　　計

設計上の環境配慮項目 ■配慮項目あり

□取り組みなし

□特に要望ない

評　　価　　　の　　合　　計

■地域住民の内発的な活
動が強い

□市町村からの要望がある

□あり（20%以上) ■あり（20％未満)

■都市住民との交流計画
　調整済

□都市住民との交流計画
　調整中

Ａ□なし

□耕作放棄地率15%未満

A

A

A Ａ

□１１年以上

372,000

地域からの要望経
緯

　地域住民は、地域振興に対する計画づくりに積極的に参加し、地域に必要な整備を強く望んでいることから、稲倉棚田の保全委員会と豊殿振興
会が連携した「中山間地域総合整備事業殿城地区推進委員会」を平成21年8月27日に設立し、委員会を通じて上田市や県へ事業化を要望してい
る。

□関係者を中心に周知

□住民が計画策定に直接
参加

■関係者以外に広く周知 □特に周知してない

小　　　　　　　　計

H22末事業進捗率 0

A Ａ
□住民意見は反映してい
ない

B

■全員賛成

42,000

Ａ

B

部 政策評価課

■１法指定地域

□B/C　1.0以上～1.1未満

環境配慮制度対象箇所
　稲倉棚田景観や先達が築造した石積、特徴的な遺跡、ホタル生息地など、地域にある地域資源に対する保全意識は高い。よって、区画整理につ
いては棚田地形に応じた等高線区画の計画とする。また農道や水路整備については、法面切盛と植物の伐採を最小限とする。

緊急性
（25）

計画
熟度
（20）

小　　　　　　　　計

事業情報の共有

住民参加の状況

地域からの要望

集落協定を結んでいる集落

耕作放棄地率

都市住民との交流

他事業・プロジェクト
との関連

中山間地域農業の発展のため、住民の主体的な取り組みに必要な整備を行い、地域資源や殿城らしさを活かした農村づくりを支援する。

事
　
業
　
周
　
辺
　
環
　
境

□その他

　本地区住民によるまちづくり構想は、平成13年に本域を含む上田東エリアの農村振興計画、平成15年に地区東に位置する市民の森周辺総合開
発計画など、豊殿振興会を軸に検討され、平成15年度に田園整備事業の事業採択を目指した経過もある。また、本地域は、水路管理や棚田保
全、春秋祭等の集落活動を通し、地区内住民間の「結び」が強く、交流促進のイベント参加にも協力的で、ソフト事業が充実する反面、農業基盤や
交流基盤、生活基盤のハード整備が遅れているため、本事業による整備を希望している。

重要性が高く、緊急性も認められる。

　市民農園については、市民農園の基盤整備（駐車場・農地の造成）を本事業で行い、本体の施設整備は他の事業で実施する計画である。また、
本事業で計画している交流施設基盤（駐車場など）は、稲倉棚田で行われる都市と農村の交流イベントで活用される。

小さく不整形なほ場、農道、水路の未整備が遊休農地を
増大させているほか、地域資源である棚田を活用した都
市交流を進めるための施設もないことから、地域農業の
振興上、重要性、緊急性が高い。

事業に至る歴史的
経緯・社会的背景

政策評価課
意見

部意見

□動向不明

事業説明等の経緯

　「中山間地域総合整備事業殿城地区推進委員会」を現在までに17回開催し、事業内容について検討を重ねている。また、殿城地区推進委員会
を構成する各自治会役員を通じて、本事業の趣旨や整備可能な内容、事業計画などについて地区住民に説明してきている。

特記事項

□概ね賛成 □過半数賛成

環境・景観への配慮
項目

地域の合意形成


